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認知症疾患医療センター (以下, センター) は,
�) 認知症の診断・治療を担う専門医療機関,  )
研修や啓発活動を担う情報センター, !) 医療と
介護の連携拠点などの役割を期待され, 厚生労働
省が"##$年から設置を推進している機関である｡
島根県では, "#%%年&月�日に島根大学医学部附
属病院に最初の ｢地域型｣ センターが開設され,

県内の関係者の連携会議や認知症サポート医の
フォローアップ研修などを催し, 県内の認知症の
医療・介護の連携を牽引してきた｡ "#%'年(月�
日に同センターは ｢地域型｣ から ｢基幹型｣ セン
ターに移行して再スタートしている｡ 続けて"#%'
年%#月�日に業務開始したのが, 東西 ヵ所の
｢地域型｣ センターである｡ これに ヵ所の ｢地
域連携型｣ センターが加わり, "#%)年現在, 県内
には*ヵ所のセンターが設置されている (表�)｡
今後は各種センターがそれぞれ連携, 情報交換を
しながら, 期待される機能を担い, 更に重層的か
つ多面的な認知症ケアの連携システムを築いてい
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"#%'年%#月�日に当院に設置された地域型認知症疾患医療センターの設置前後�年間の
外来初診患者の内訳を検討した｡ ;'歳以上の初診患者数は, それぞれ0)'人と0;%人でほと
んど増減はなかった｡ しかし, その内, 認知症患者は2$<#％から'7<$％に, 紹介患者は
07<)％から'%<%％に, 主訴がもの忘れの患者は%'<)％から"'<"％に上昇し, これら!つの
指標が設置後に約%#％増加した｡ 紹介患者の増加は他院との連携の強化を, もの忘れの精
査目的の患者の増加は精神科病院に対する抵抗感の低下を示すものと考え, 認知症患者の
増加以外の波及効果が出ていることが示唆された｡ 初診患者の約%='は入院または入所
中の患者であり, 引き続き病院や施設との連携の強化が必要であると考えられた｡ 尚
>?@ABとCDEの平均値を見る限り, 設置前後で認知症の重症度に変化はなかった｡
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